
研修報告書

小山和也

日時 令和 6年 11月 25日

研修先 藤丸敏衆議院議員東京事務所

研修内容  荒廃農地の現状と対策

担当者 農林水産省 課長補佐 戸嶋光一氏

菅野友昭氏

感想

現在全国的に農業・農村を取 り巻 く状況としては、農業就業

者の 5割以上を占める60歳以上の世代がジタイヤし農業技

術が継承されず農業の生産基盤が脆弱化する事が危惧され

ている。本市 としても荒廃農地の発生と解消に取 り組むこと

が必要である。基盤整備・地域集落の共同活動及び鳥獣対策

新規就農者の参入・企業参入又農地中間管理事業を取 り入れ

ながら県・国への要望も強 くしていかなければならないと

感 じた。



研修報告書

小山和也

日日寺 令和 6年 11月 26日

研修先 銀座長野  (長野県移住定住窓口)

担当者 長野県企画振興部 主任 小林赳寛氏

感想

東京銀座にある長野県の移住・定住の相談・勧誘を目的とし

たアンテナショップを訪問した。ふるさと納税に於いても

毎年上位に位置ずける長野県であるが移住・定住に関しても

様々な取 り組みをしてある。単に移住者・定住者に対 して

交付金・支援金を提供するのではなく長野県のあらゆる地域

や場所の魅力を発信 しそこの土地を好きになってもらいそ

こに住みたいと思ってもらえるような PR活動に努力 して

あるところに感銘 した。本市でもただ単に交付金・支援金だ

けでな く八女市の良さを知って頂き住みたい意識を持って

もらう事が非常に重要な事であると感 じた。


